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1.医療関連感染対策のための基礎知識を理解する：日本の医療関連感染対策の変遷・保健医療
システム、医療関連感染対策のための組織とその活動システム、感染管理看護師とリンクナー
スの役割と活動
2.医療関連感染対策を実践するための知識及び技術を病院見学や実習を通じて習得する：標準
予防策、感染経路別予防策、実習（手洗い、マスク、ガウン等のテクニック）、医療関連感染
対策のための環境管理、機材の洗浄・消毒・滅菌の方法、院内感染サーベイランス、疫学、院
内感染発生時の調査法、感染性廃棄物の管理・処理施設の見学、抗生剤の適正使用、新感染症
における医療関連感染対策模擬事例　シミュレーション
3.自施設における医療関連感染対策に関わる問題を特定し、それを解決するための計画を作成
する：5S-KAIZEN-TQM、開発途上国における医療関連感染対策の事例検討、自国・自施設の問題
点の整理、ファシリティレポートの発表・討論、研修成果をふまえた課題解決のためのディス
カッション、課題解決するための計画をまとめたレポートの作成

※本研修では、KCCP「知識共創（Knowledge Co-creation）」を促進するため、アクティブラー
ニングを取り入れています。
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【案件目標】
参加者の所属施設において、効果的な医療関連感染対策が実践できるようになる。

【成果】
1.　医療関連感染対策の基礎について理解する。
2.　医療関連感染対策の実践するための知識・技術を習得できるようになる。
3.　研修成果をふまえ、自国及び所属施設における院内感染対策に関わる課題を特定し、その
解決のための計画をまとめたレポートを作成する。

目標／成果

内　容

【対象組織】
医療関連感染対策組織またはそれに準ずる
組織を有する、中核レベルの保健医療施設

【対象人材】
＜職位＞
1.管理職者（病院長等）、2.医療関連感染
対策担当者
の参加が望ましい。
＜職務経験＞
2.については、医師、看護師、助産師、そ
の他の医療従事者で、臨床にかかる経験年
数が5年以上であること。

対象組織／人材

医療関連感染管理指導者養成研修
Program for the Specialist of Healthcare-Associated Infection Prevention and Control
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保健医療/その他感染症

感染症蔓延のリスクがある、また、感染症対策実施中、計画中の国々が優先。対象国の条件：

副分野課題：

医療関連感染対策には、標準予防策の普及と感染症コントロールチームを基軸とした適切な医療関連感染管理システムの構築が不可欠で、
行動変容のためにはスタッフの意識改革を必要とする。本研修では、医療関連感染対策の知識や技術の習得に加え、病院の組織体制やスタ
ッフ教育に必要なスキルについてまでを学び、感染症対策のための、より強靭な保健システムの強化を目指す。
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